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報

つ い

久

て

長 織 田 栄 子

け る 家 族 関 係 の 影 響 に つ い て は 様 々 な 立 場 か ら の 研 究 が あ る が、 こ

の 変 化、 つ ま り 核 家 族 化 や 子 供 の 数 の 減 少 に よ っ て 生 じ た 家 族 内 に

減 少 は、 子 供 の 性 格 形 成 に 少 な か･ら ぬ 影 響 を 与 え て い る よ う に 思 わ

三 世 代 同 居 家 族 で は、 子 供 の 数 が 減 っ て も 家 族 内 に お け る 人 間 関 係

が な い と 考 え ら れ る。 本 研 究 は 三 世 代 同 居 家 族 に お け る 役 割 関 係 と

に つ い て 分 析 し て い く こ と を 目 的 と し て 行 っ た。

町 立 小 学 校 の 全 児 童 を 対 象 に 質 問 紙 調 査 を 行 っ た。 そ の 内 容 は 児 童

カ ル フ ォ ル ニ ア 人 格 検 査 を 参 考 に 作 成 。　社 交 性 ・ 自 己 顕 示 性 ・ 順 応

な 成 就 欲 求 ・ 支 配 性 の 項 目 に つ い て 測 定 ）、 家 族 関 係 に 関 す る 好 意

お け る 人 間 関 係 の 対 象（ 日 常 生 活 に お い て、 い ろ い ろ な こ と を 誰 と

て の 質 問 か ら 構 成 さ れ て い る。

役 割 と し て は「 子 ど も を ほ め る こ と 」「 怒 ら れ た 時 に な ぐ さ め る こ

帰 宅 し た 子 ど も を 迎 え る こ と 」 な ど が あ っ た。 両 親 に は「 悪 い こ と

宿 題 の わ か ら な い こ と を 教 え る 」 と い う 役 割 が あ り、 兄 弟 に は「 遊

」 と い う 役 割 が あ っ た。 ま た、 家 族 の 人 間 関 係 が 少 な い（ 相 手 を し

面 が あ る ） 場 合、 家 族 関 係 を 好 意 的 に み る 程 度 が 低 く、 性 格 形 成 に

在宅老人介護における介護負担（１） 一介護疲労について 一

都留文大　 ○小滓千 穂子　　 お茶女大　 袖井孝子　　 日本労働研究機構　 佐野志津子

［目 的］　 日本 における在宅 老人 介護の現状は、デイケア等の社会福祉サービスの整備が

急 がれているにもかかわらず、依然として家族のうちの介護者１人に過重な負担がかかっ

ているといえ る。本研究では介護者の負担を、当人の身体的疲労および精神的疲労の訴え

からとらえ、介護者の疲労度に関連する諸要因について明らかにする。

［調査の対象お よび方法］1989 年７月時点で東京都の６ヵ 所のデイケアセ ンターを利用

していた老人の、家庭における主 な介護者476名 に対 し、 配票調 査を 実施し た。 実施期間

は1989 年8~9月で あり、391 票が分析対象となった｡-また、90年7~11月に配票調査の対象者

のうち26名に対し訪問面接調査を実施した。

［結果1　 ①介護者の基 本属性 一一一性 別は女性81.8 ％、男性15.3 ％であった。年齢は22

～84歳で､平均 が女性54.9 歳、男性63.3 歳であった。老人との続柄は、妻が夫 を介護して

いる場合（以下妻→夫のように示す）が38.1 ％、娘→母23.8 ％、嫁→姑22.5 ％、嫁→mi.

5% 、娘→父5.6 ％であ った。男性では、夫→妻58.3 ％、息子→母00.o ％、息子→父5.a%

であった。②老人の基本属性 －一一性別は男性45.5 ％、女性54.5 ％であ った。年齢は48～

96歳で、平均が男性73.7 歳､ 女性77.9 歳であった｡老人の49.6 ％が脳血管障害、次いで高血

圧25.1 ％、老人性痴呆19.7 ％、腰痛n.  i％など の疾患・症 候を もってい た。 ③介護者 の疲

労－ 一一疲労度の関連要因としては、老人の心身 の状態の悪さや、介護者自身の高齢 によ

る体力の限界、介護 のための途中同居 による負担 の増加等 があげられる。精 神的疲労 のう

ち「い らいらす る」 の訴えは、続柄 、老人 の性 格と関連 があった。


